
、

）

わ
ゆ
る
カ
ソ
ト
リ
ー

、
ダ
メ
ィ
ー
ジ

に
つ

、

）

て

…’…
…“

山
叩

…
…皿

１

…

高
見

澤
茂
．
治

一二三四五
一
ハ

　
目
　
　
　
次

ぱ
し
が
き

カ
ン
ト
リ
ｉ
、
〆
メ
ィ
ー
ジ
の
意
義

米
粟
に
於
け
る
見
解
の
相
異

本
邦
業
界
の
動
向

本
邦
に
お
け
る
ヵ
ン
ト
リ
ー
・
〆
メ
ィ
ー
ジ
の
料
率
そ
の
他
に
つ
い
て

あ
と
が
き

は
し
が
き

周
紬
○
如
く
、
わ
が
国
は
、
米
国
ワ
ソ
ン
ー
、
－
ン
に
い
、
一
い
て
、
木
年
八
冒
四
〔
、
第
万
同
紳
花
借
款
協
定
に
調
印
し
、
金
額
六
十
万
ド
ル

賢
付
控
定
量
三
十
三
万
俵
、
期
閉
に
来
年
七
月
ま
て
、
向
う
十
ニ
カ
月
、
金
利
は
米
国
市
中
金
利
上
昇
の
た
め
、
前
回
の
年
三
分
か
ら

二
分
一
厘
二
毛
五
糸
に
引
上
げ
ら
れ
ろ
・
」
と
に
な
二
」
。
現
在
、
米
締
市
価
に
よ
る
と
こ
ろ
の
六
干
万
ド
ル
の
借
款
は
、
約
三
十
三
万

　
　
い
わ
ゆ
る
ヵ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
（
六
〇
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
鋒
四
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
六
〇
六
）

俵
の
米
綿
輸
入
を
金
融
す
る
こ
・
、
し
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
年
九
月
十
五
日
の
外
電
は
、
米
国
か
ら
余
剰
農
産
物
ｏ
買
付
交
渉
妥

結
仮
調
印
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
が
、
そ
の
受
入
総
額
は
六
干
五
百
八
十
万
ド
ル
で
あ
る
。
内
訳
○
心
麦
四
十
万
ト
ン
、

大
麦
十
万
ト
ン
、
飼
料
用
穀
物
干
五
百
ト
ン
の
外
に
交
渉
妥
結
条
件
を
譲
歩
し
て
、
葉
煙
草
一
∴
ユ
百
ト
ン
及
び
綿
花
十
万
康
を
挙
げ

て
い
る
。
米
国
か
ら
の
余
剰
農
産
物
買
付
交
渉
が
妥
給
し
、
調
印
の
運
び
に
な
れ
ば
、
前
述
○
綿
花
借
款
協
定
に
よ
ろ
推
定
量
三
十

三
万
俵
と
、
合
計
四
十
三
万
俵
の
綿
花
が
米
国
よ
り
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
れ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
米
綿
が
相
当
数
量
輸
入
さ
れ
る
に
当
つ
て
、
わ
が
国
の
綿
花
輸
入
業
者
は
、
米
綿
○
割
島
と
国
内
の
貨
付
金
利
低

下
な
ど
の
事
情
に
よ
る
業
者
負
担
Ｏ
増
加
の
た
め
、
金
融
面
の
操
作
に
多
大
の
苦
慮
が
払
わ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

の
輸
送
に
対
し
、
わ
が
国
の
保
険
者
が
、
輸
入
綿
花
に
関
す
る
損
害
の
填
補
に
関
し
、
輸
入
締
花
商
と
密
接
れ
関
係
の
下
に
、
種
々
交

渉
を
重
ね
て
い
る
の
現
状
は
、
綿
花
の
輸
入
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
と
絡
み
あ
わ
せ
て
十
分
研
究
を
要
す
る
こ
と
・
思
わ
れ
る
。

特
に
、
首
題
の
カ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
メ
ィ
ｉ
ジ
は
、
現
在
、
日
本
の
海
上
保
険
業
界
に
於
け
る
重
大
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
に
つ

い
て
は
各
国
の
保
険
者
（
Ｈ
婁
毒
竃
ｏ
ｏ
目
×
潟
芸
）
が
一
致
せ
る
緕
論
に
到
達
し
得
ず
、
　
目
下
、
論
議
の
対
象
と
し
て
一
っ
の
課
趣

に
な
っ
て
い
る
。
さ
れ
ぱ
、
以
下
、
カ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
メ
イ
ｉ
ジ
に
っ
い
て
、
若
千
の
解
明
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

ニ
　
カ
！
ト
リ
ー
ダ
メ
イ
ー
ジ
の
意
義

　
ヵ
ン
ト
リ
ー
、
グ
メ
ィ
ー
ジ
（
０
９
鼻
｛
Ｕ
ｐ
昌
晶
ｏ
）
－
：
・
・
以
下
Ｃ
／
Ｄ
と
省
略
す
る
－
…
は
語
義
の
示
す
如
く
、
地
勢
的

に
都
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
を
離
れ
た
地
域
、
い
わ
ゆ
る
生
産
物
資
の
元
地
に
於
け
る
損
害
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
生
産
元
地
に
わ
い

て
物
資
の
蒙
る
損
害
と
い
え
ば
、
広
い
意
味
で
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
資
、
す
な
わ
ち
、
歳
菜
を
は
じ
め
麻
、
茶
、
葉
煙
草
な
ど
の
天
産



物
の
淋
一
子
り
拙
吹
、
を
総
称
す
ろ
二
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
一
般
に
い
う
と
二
ろ
○
Ｃ
／
Ｄ
は
、
綿
花
の
元
地
損
害
を
担
保
す
る
－
一
し
こ

六
ノ
い
海
上
保
険
用
語
し
一
し
、
し
使
、
川
さ
れ
る
一
．
｝
、
へ
口
が
圧
阿
的
、
｛
多
い
。
　
Ｃ
／
’
Ｄ
を
亙
次
、
つ
れ
ば
一
，
、
ん
篶
篶
・
害
」
と
い
う
こ
・
レ
一
に
む
（
，
・
、

綿
花
以
外
○
天
産
’
物
が
蒙
る
損
害
を
も
包
含
す
る
こ
と
に
れ
ゐ
が
、
現
に
、
綿
花
南
は
・
ら
お
ソ
り
ん
浴
上
保
険
業
界
に
わ
い
て
、
綿
花

の
ー
蒙
る
或
る
特
定
の
ノ
地
域
に
い
．
一
一
け
ろ
損
出
、
市
を
指
し
て
、
、
Ｏ
／
Ｄ
と
原
語
で
呼
ん
、
一
、
、
い
小
－
、
こ
こ
（
○
常
套
語
．
で
あ
、
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
各
国
海
上
保
険
者
○
い
う
と
ニ
ブ
（
■
、
．
、
－
、
或
ス
一
特
定
つ
劣
合
と
一
一
，
一
、
戊
ろ
特
、
○
鳥
り
含
に
わ
い
て
茨
、
↑
（
、
、
箏
花
、
．
一
－
■
，
狽
．
害
々
、

意
味
す
る
二
と
は
も
ち
ろ
ん
で
、
あ
る
が
、
そ
○
特
定
○
場
合
○
特
定
○
地
域
的
範
囲
に
関
す
ス
、
見
解
が
、
ほ
し
し
・
へ
、
二
致
丁
）
て
．
む
ら

汀
い
現
状
で
あ
ろ
。
畢
党
す
ろ
と
二
ろ
、
Ｃ
／
Ｄ
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
○
見
解
に
、
・
王
襯
的
加
、
一
素
が
弧
く
夫
現
さ
れ
て
い
ろ
た
め
、

と
き
に
広
義
○
拡
張
解
釈
と
な
り
、
ー
チ
ご
に
狭
義
の
限
定
解
釈
と
な
る
○
で
あ
ゐ
、
し
に
が
つ
で
、
、
綿
花
「
一
蒙
る
損
確
、
ｕ
は
、
ユ
、
○
時

期
と
場
所
に
よ
つ
て
甚
し
く
解
釈
が
桐
異
す
る
○
、
で
あ
ス
、
。

　
す
で
に
述
、
、
た
る
如
く
、
綿
花
の
蒙
一
り
Ｃ
／
Ｄ
○
特
孤
性
を
現
し
て
い
る
と
こ
∴
ｎ
、
地
枇
的
範
蝸
に
、
関
、
一
９
る
海
上
保
険
者
○
兇

解
は
、
　
各
一
［
岡
土
ハ
に
一
致
せ
る
任
柵
払
澗
“
ぜ
出
し
て
わ
ら
一
、
い
『
則
ノ
＼
で
あ
る
一
が
、
　
冊
－
田
什
各
旧
い
○
山
海
」
上
保
一
険
考
の
朽
林
・
含
約
一
見
解
川
は
、
　
、
入
体
、
　
沽
狐

〇
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
二
と
に
な
ろ
う
。
す
穴
わ
ち
、

　
衛
刀
一
剖
眈
は
、
締
峠
化
が
生
山
朕
一
兀
地
○
會
庸
印
に
保
管
さ
れ
、
そ
一
り
合
ね
出
し
に
吹
、
小
し
、
仰
一
物
一
仏
｛
除
ハ
却
六
約
○
締
一
冷
○
と
き
、
、
す
で
に
産
琢
つ
で
、

　
　
　
　
い
る
そ
の
損
害
に
全
く
気
付
か
ず
、
後
冒
、
綿
十
化
杉
、
仕
向
港
に
陸
揚
げ
し
て
か
ら
、
．
は
じ
め
て
、
〃
、
○
損
害
を
発
見
し
、
こ
れ

　
　
　
　
は
謂
う
と
二
く
ノ
○
Ｃ
／
Ｄ
、
り
と
称
し
、
保
険
者
は
そ
の
損
害
○
填
保
に
応
じ
穴
い
二
と
を
原
則
と
す
ろ
と
い
う
○
亡
あ
一
、
一
り
。

　
　
　
但
し
、
特
約
を
以
つ
て
、
こ
れ
を
墳
補
す
る
場
含
は
二
〇
」
隈
ｈ
一
１
に
非
バ
．
つ
と
す
る
。

　
第
二
説
は
、
綿
花
Ｏ
倉
出
し
Ｏ
と
き
は
、
そ
○
棚
包
Ｏ
外
焚
は
全
！
、
異
状
れ
く
、
し
た
が
つ
て
。
、
貨
物
保
険
契
約
の
締
結
対
象
・
一
し

　
　
　
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
、
タ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
（
六
〇
七
）

…＾－
＾－叫

一川
」



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
．
箪
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
（
六
〇
八
）

　
　
　
成
り
得
る
が
ゆ
，
疋
に
、
Ｃ
／
Ｄ
・
”
し
は
、
必
ず
紳
花
が
梱
包
さ
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
蒙
っ
た
損
審
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
　
　
と
を
条
件
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
紳
花
が
製
俵
圧
搾
機
（
宙
筆
轟
睾
Ｏ
窒
）
に
か
け
ら
れ
、
包
裟
（
睾
２
。
。
墨
Ｏ
民
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
さ
れ
る
工
程
以
前
に
、
か
、
る
損
害
の
発
生
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
得
る
。

　
Ｃ
／
Ｄ
に
関
す
る
、
こ
皿
〇
二
っ
の
見
解
の
相
異
は
、
要
す
る
に
、
Ｃ
／
Ｄ
の
解
釈
に
も
と
づ
く
広
義
、
狭
義
の
問
魑
に
外
な
ら
な
い

の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
周
知
の
如
く
、
綿
花
は
島
か
ら
牧
獲
し
た
ま
＼
の
も
○
は
、
多
量
の
棉
花
種
子
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
れ
を

実
棉
（
ｏ
り
。
。
ｏ
Ｏ
。
暮
。
箏
）
と
称
し
、
種
子
を
除
去
し
て
か
ら
繰
綿
工
場
（
Ｑ
ぎ
篶
｛
）
に
送
ら
れ
、
繰
綿
機
（
○
◎
暮
旨
９
目
）
に
掛

け
ら
れ
る
。
次
い
で
、
製
湊
圧
搾
（
墨
皇
轟
串
２
。
。
）
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
綿
花
（
声
曽
ミ
Ｏ
ｏ
暮
昌
）
と
な
り
、
綿
締
（
Ｏ
◎
暮
昌

く
弩
箏
）
を
紡
ハ
＼
段
階
を
辿
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
Ｃ
／
Ｄ
と
の
関
係
に
於
い
て
図
示
す
れ
幽
、

　
　
　
　
肇
婁
（
９
§
３
「
．
ダ
粛
異
墨
夏
－
勺
嚢
）
丁
斡
覇
（
養
邑
。
毒
）
↓
轟
興
。
。
喜
音
。
ｑ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
－
…
■
－
－
■
■
；
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
－
」

　
　
　
一
　
　
↓
糠
い
灘
↑
　
一
、
糠
工
離
↑
　
一

　
　
　
　
　
　
　
↓
　
。
、
Ｏ
。
量
、
二
〕
§
奪
．
、
　
　
工
。
．
寄
守
二
喜
昌
貫
”
、
↑
１

　
（
註
）
図
面
の
第
一
説
、
第
二
説
は
、
前
述
の
Ｃ
／
Ｄ
に
騨
す
る
、
特
定
の
場
合
に
お
け
る
特
定
の
範
囲
を
示
す
見
解
で
あ
る
。

　
さ
て
、
米
国
か
ら
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
綿
花
は
、
ほ
と
ん
ど
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
建
に
て
坂
引
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
米

国
の
保
険
考
は
フ
ー
ル
制
杉
、
と
り
、
綿
花
に
付
保
す
る
様
式
も
、
い
わ
ゆ
る
、
「
通
し
（
弓
サ
◎
品
プ
）
」
の
繰
作
工
栂
を
辿
り
、
棉
摘
み

↓
繰
締
↓
表
俵
｛
搾
↓
・
倉
入
れ
↓
船
積
…
－
・
（
里
Ｏ
匡
奏
↓
９
；
ぎ
０
ｑ
↓
宙
き
轟
事
９
吻
↓
○
り
８
『
ぎ
閑
↓
Ｏ
り
サ
号
且
轟
）
と
、
終
始
一
貫
し

た
と
こ
ろ
の
内
岡
保
険
（
Ｈ
己
、
箏
｛
Ｈ
胃
。
。
巨
、
、
目
。
ｏ
）
と
海
上
保
険
（
竃
§
｝
篶
Ｈ
婁
目
§
昌
ｏ
）
と
が
、
つ
ね
に
、
密
接
な
連
絡
の
下
に

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
／
Ｄ
の
填
補
に
対
し
て
も
非
常
に
便
益
か
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
の
保
険



業
者
わ
よ
び
荷
主
（
ｇ
ｏ
匡
芋
胃
）
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
建
に
ー
て
敢
引
を
強
調
す
る
有
利
性
は
、
じ
っ
に
二
、
に
存
在
し
、
　
二
れ
が
綿
花
輸
出

業
者
（
ｏ
ｏ
匡
宅
弩
）
の
キ
ー
、
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

綿
花
の
処
理
毒
一
図
示
参
＆
に
わ
い
て
、
繰
綿
が
濡
損
烹
た
は
汚
損
し
た
一
一
・
で
、
製
俵
圧
搾
機
ｅ
、
饒
目
、
、
。
。
。
。
。
一
に
か

け
ら
れ
・
後
Ｒ
そ
の
損
宕
か
発
見
さ
れ
た
場
含
、
保
険
者
は
、
白
己
の
資
任
に
あ
ら
ざ
る
危
険
れ
一
り
亭
、
も
っ
て
そ
の
填
補
、
ぜ
拒
池
す

予
こ
い
う
解
釈
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
は
、
前
述
の
第
一
、
就
の
昆
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
一
。
、
は
、
特
約
、
ゲ
．
も
二
、
、
そ
．
〕
ｃ
険
、
ゲ
．

批
保
し
て
い
る
場
合
が
少
く
斥
い
。

＾＾＾

、
一

＾甲
…

－■
ユ

’止

甘
…＾

「

講
詩
ｅ
鳶
蟷
Ｈ
静

斉
麟
講
暑
耐
搬
講
（
ｏ
。
・
＆
ｏ
ｏ
暮
旨
）

↑

　
　
　
↑

講
竃
嚢
一
・
責
；
茸
・
引

↑

魑
齋
円
隷
藩
一
峯
轟
弔
嚢
一
一

　
　
　
↑

，
講
滞
蔓
引
ポ
主

　
　
　
．
仁
、
、

↓

燵
　
　
｝
、
珪

一
さ

議

↑

↑

　
　
　
　
　
１
、
．
一

詩
（
声
婁
Ｏ
塞
昌
）
一

　
　
　
↑

議
繁
（
ｏ
。
、
、
。
目
く
”
、
。
）
」

藩
嵩
葡
讐
出

（
ｏ
ｏ
ｇ
昌
■
昌
↓
雪
）

↓

含
慨
Ｈ
糠
誼

↑

馨汁＞
、
ｖ

　
　
幾

口
べ
　
７
、

　
　
譜

鳶
爵
講
崔

（
Ｏ
ｏ
罧
◎
目
○
ｏ
ｏ
＆
Ｏ
目
）

↓

憩
，
灘
演
望
講

翰竃

鵬

蜜

輩輩

い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
．
ダ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て

一
七
三
（
六
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
．
第
四
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
六
一
〇
）

　
８
＠
こ
。
讐
。
き
、
斤
。
目
竃
、
、
一
篶
・
り
套
２
事
量
冒
・
・
曇
一
§
ニ
ニ
矛
§
事
邑
；
一
亭
昌
弓
彗
二
邑
ｏ
昌
婁
◎
冨
亀

　
　
　
　
害
。
。
｛
竃
與
、
一
。
。
勺
。
｝
。
ニ
ニ
富
§
買
（
事
苧
べ
ゆ
）
ダ
喜
；
．
夢
喜
§

　
特
に
、
わ
が
国
の
保
険
光
、
爪
界
に
お
い
て
、
か
か
る
、
第
二
説
の
見
解
の
如
き
態
度
を
堅
持
せ
ん
か
、
ほ
と
ん
ど
保
険
契
約
の
皆
無
を

来
す
慎
れ
な
工
、
、
に
あ
ら
ず
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
保
険
者
は
綿
花
商
と
の
特
約
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
シ
ツ
パ
ー
に
対
す
る
求

償
を
建
前
、
、
し
し
て
、
保
険
料
は
、
マ
”
ソ
、
∴
一
、
リ
ス
ク
（
竃
彗
｛
罵
声
げ
斤
）
に
対
す
る
も
の
と
は
、
全
く
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
と
こ
ツ
。
）

の
立
替
払
い
に
よ
る
金
利
、
求
償
に
亙
へ
す
一
り
稗
角
、
雑
費
、
そ
の
他
事
務
処
理
費
な
ど
で
あ
る
と
の
解
釈
の
下
に
、
こ
れ
ら
を
綿
花
の

哨
入
業
者
に
、
プ
伊
、
の
意
味
を
徹
底
ル
、
、
し
む
ソ
勺
た
め
Ｃ
／
Ｄ
の
宗
、
義
を
定
め
、
且
つ
は
覚
書
を
交
換
し
、
本
来
の
任
務
を
い
さ
＼
か
脱

却
し
て
い
る
か
の
感
あ
る
リ
ス
ク
（
声
汀
斤
）
を
担
保
し
、
そ
の
損
害
を
奨
補
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
か
に
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
二
説
の
見
解
は
、
、
ギ
、
の
嶺
害
が
綿
花
の
包
装
（
Ｏ
◎
９
Ｓ
籟
竺
ｏ
）
内
部
に
存
在
す
る
か
、
は
た
ま
た
、
内
部
よ
り

発
生
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
綿
花
の
外
装
の
み
に
あ
る
汚
損
ま
た
は
濡
損
・
な
い
し
は
外

部
か
ら
加
ト
”
ん
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
損
害
、
し
か
も
、
そ
○
痕
跡
か
ら
判
断
し
て
、
た
し
か
に
、
生
産
元
地
に
お
い
て
発
生
し
た
損

害
で
あ
る
と
認
識
し
て
も
、
第
二
説
○
見
解
に
し
，
一
れ
ば
、
二
れ
ら
は
、
Ｃ
／
Ｄ
で
あ
る
と
断
定
し
な
い
こ
と
に
な
る
・
畢
寛
・
綿
花

、
い
Ｃ
／
Ｄ
は
、
繰
綿
工
場
（
Ｑ
目
箏
。
、
）
、
）
か
ら
製
俵
圧
搾
（
寅
筆
箏
閑
宇
２
伽
）
き
れ
、
梱
包
（
毛
ｏ
匡
奏
）
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
わ
い

て
発
生
し
た
も
の
に
隈
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
一
説
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
綿
花
○
蒙
る
損
害
の
範
囲
も
広
く
、
第
二
の
見
解
の
場
含
を
も
含
め
て
、
一
そ
の
損
害
が
主
と

し
て
製
俵
圧
搾
所
（
宙
四
｝
箏
晩
勺
、
。
。
。
。
。
）
か
ら
倉
入
れ
（
○
り
け
◎
ユ
轟
）
さ
れ
る
ま
で
○
閉
に
発
生
し
た
外
部
的
損
害
を
称
し
て
Ｃ
／
Ｄ
な

り
，
、
し
い
、
、
　
付
保
倉
出
し
か
ら
船
積
（
ｇ
り
プ
号
旨
ｏ
鼻
）
ま
で
の
間
に
生
じ
た
損
害
は
、
前
揚
図
示
の
如
く
、
　
「
船
積
前
の
損
害
」



９
§
奪
事
二
一
与
書
一
一
と
称
し
て
、
明
ら
が
に
、
な
ｏ
用
諦
ん
、
区
別
し
て
用
い
て
い
ブ
り
ジ
ビ
．
、
一
一
り
、
、

け
だ
し
・
宍
編
贋
と
し
一
・
二
れ
ら
〇
二
っ
○
ズ
を
一
肱
一
外
一
・
二
判
乍
、
区
別
、
三
二
・
、
一
は
エ
、
．
わ
め
て
拠
一
．
一
、
、
・
る
。
け
、
れ
い
、
し
も
、
、
一
、

鳥
語
に
対
す
三
々
．
敦
と
し
■
二
¢
件
二
一
、
れ
る
。
元
来
、
推
い
箏
恢
さ
ソ
心
以
流
”
に
被
二
、
掠
、
一
、
、
ゲ
、
、
徹
底
的
に
妄
明
す

る
こ
と
扉
が
仲
々
む
づ
か
し
い
一
三
、
∴
る
が
、
以
上
述
べ
に
如
く
、
厳
密
に
い
え
ば
、
・
／
・
－
二
紅
前
９
。
一
。
、
。
。
一
写
モ

冒
ｏ
鼻
◎
目
炭
◎
胃
阜
一
と
は
、
全
く
舳
帽
○
定
義
に
も
、
－
ニ
ペ
つ
い
て
、
そ
二
い
摂
宕
が
区
」
、
、
し
れ
な
け
れ
ば
汀
ら
な
い
。

し
た
が
つ
て
－
鑑
完
八
報
貨
肯
一
。
一
毒
二
葦
Ｏ
に
・
／
・
・
！
一
記
載
え
て
い
ゑ
合
け
・
、
プ
一
、
・
損
室
、
を
撮
ハ
補
レ
な
い
け

れ
と
も
・
「
婁
二
巨
勺
暮
；
琴
｛
・
ら
ば
付
一
休
倉
・
し
が
ら
篶
し
、
、
一
、
、
、
い
湖
一
に
わ
い
一
、
、
発
亡
た
も
。
で
、
２
、
か

ら
・
当
然
・
損
害
牟
探
し
・
支
払
い
を
行
う
べ
き
ア
ろ
－
こ
い
う
篶
リ
官
ド
〃
起
つ
て
三
、
、
い
、
ん
に
、
ニ
ハ
一
ら
、
り
区
別
を
混
同
し
て
、

綿
花
か
篶
沽
に
被
る
損
害
一
、
す
べ
て
、
・
／
｛
り
と
、
｝
壬
一
と
は
、
は
、
一
け
“
、
逸
、
肌
レ
”
、
裟
、
、
一
い
仁
、
る
、
一
、
鴛
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
米
英
．
に
お
け
ろ
見
解
の
相
異

前
述
∴
幻
ナ
・
Ｃ
／
・
に
関
す
一
五
解
は
、
市
．
、
一
れ
、
そ
の
祭
ゲ
、
災
、
に
し
、
現
に
、
二
、
、
一
一
一
、
、
忙
、
九
月
、
ス
ペ
イ
ン

に
わ
い
て
泌
“
由
除
海
上
保
監
含
会
い
議
題
と
し
一
・
、
・
／
・
盆
挙
げ
六
一
、
ド
一
、
・
う
拘
ら
パ
ベ
、
、
米
英
両
国
、
り
蒜
け
一
、

っ
い
に
一
サ
一
を
児
る
一
一
至
え
か
一
、
１
々
∴
？
、
こ
こ
、
・
／
・
に
関
す
り
米
同
農
第
一
一
一
一
、
一
一
。
、
三
叶
、
け
。
・
。
。
。
勺
、
一
、
け
，

暮
；
二
｛
２
ぎ
一
二
定
一
．
秋
な
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一
こ
れ
は
今
か
ら
約
二
十
年
、
・
に
発
刊
、
、
辻
、
、
一
一
。
、
一
芦
け
、
、
、
叶
。
ブ
昌
、
、
斤
。
、
、
、

誌
上
に
批
讐
れ
た
・
ア
ル
子
－
ン
・
ヒ
ル
、
ガ
↓
イ
ド
を
８
曇
；
、
、
。
り
己
。
一
・
、
、
い
う
人
８
！
。
に
関
す
づ
勺
祭
、
二
、

毎
少
の
表
現
こ
そ
異
れ
・
そ
の
内
容
が
殆
ん
ど
奉
一
て
い
る
と
云
・
・
れ
て
い
る
・
一
一
こ
ろ
は
、
・
／
・
の
纂
に
客
擢
が
認
め
ら

　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ｉ
・
ダ
メ
ィ
ｉ
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
一
六
二
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
四
巻
・
策
四
暑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
（
六
一
二
）

れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
）

．
、
。
。
。
、
。
一
、
二
讐
昌
、
巧
。
。
、
。
四
け
了
。
、
・
四
裏
・
葦
・
言
奪
・
星
・
季
季
・
享
葦
Ｓ
ｑ
。
・
葦
；
一

四
げ
。
。
。
、
・
け
一
。
目
。
一
。
、
。
。
。
，
。
。
一
、
。
昌
。
一
。
。
、
目
、
享
昌
茅
婁
ダ
葦
一
；
｛
弩
；
§
ま
書
。
。
§
◎
；
一

了
與
、
。
け
。
け
チ
。
ミ
。
。
け
サ
。
、
”
。
、
宇
。
昌
。
。
け
。
呉
、
；
享
昌
毒
昌
き
二
§
ミ
・
菱
・
§
胴
二
一
喜

。
、
。
。
け
一
目
岬
、
、
。
。
サ
。
巨
。
げ
、
一
了
。
。
、
。
。
、
一
。
、
、
け
一
。
目
・
・
、
裏
げ
；
き
季
曇
８
・
享
婁
鼻
一
二
三
§
。
ｑ
一

、
。
。
。
、
。
。
・
。
・
。
一
、
。
・
け
サ
。
穿
、
。
。
、
げ
、
昌
。
プ
。
彗
テ
季
ユ
邑
…
匡
・
芝
婁
き
・
喜
一
ニ
ユ
雷
二
庁
婁
手

。
蔓
け
．
、
目
。
。
。
旨
。
。
四
。
、
。
吻
、
サ
。
言
｛
・
己
至
７
妻
・
§
・
事
套
喜
茅
一
．
・
§
至
多

一
。
す
。
昌
。
、
。
サ
。
目
一
、
暫
。
ら
目
・
。
、
・
。
、
§
嚢
旨
葦
二
多
胴
一
三
§
隻
睾
；
薫
一
；
一
菱
◎
雫

一
カ
ン
ト
リ
、
、
ダ
メ
イ
、
ジ
ま
た
は
ウ
エ
ザ
ー
、
ダ
メ
イ
ー
ジ
「
天
候
損
害
一
と
は
・
梱
包
が
野
外
に
曝
ら
さ
れ
る
か
・
あ
る

ひ
は
、
湿
っ
た
土
地
や
床
の
上
に
貯
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
、
外
部
か
ら
過
度
の
湿
気
を
監
す
る
こ
と
が
原
因
と
な

る
繊
維
の
損
害
ま
た
は
変
質
を
い
う
。
ウ
耳
ザ
ー
、
ダ
メ
イ
↓
は
、
繊
緯
の
奮
な
ら
び
に
品
麓
弱
に
よ
つ
て
・
容
易
に
判
別

し
得
る
も
の
で
あ
、
。
過
度
の
損
害
を
蒙
れ
ば
、
繊
維
は
は
な
は
だ
し
く
汚
点
が
っ
き
・
禁
生
じ
・
糊
で
か
た
め
た
フ
一
ル
ト

の
如
く
纏
れ
て
こ
ち
テ
一
ち
に
な
る
。
と
き
に
、
繊
維
の
外
観
を
全
く
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
石
害
を
一
奪
た
梱
包
が
・

商
品
と
し
て
簑
わ
れ
る
た
め
に
は
、
損
害
を
蒙
つ
た
羅
を
完
全
に
雲
し
て
、
ふ
た
た
び
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
）

’
奮
の
こ
の
定
義
は
、
前
述
の
第
一
説
の
見
解
に
属
し
、
綿
花
が
荷
造
り
さ
れ
た
の
ち
に
発
生
せ
る
窒
一
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で



↓
の
る
ｏ

二
、
り
二
と
は
、
英
困
ロ
イ
ド
会
杜
発
刊
い
鑑
定
入
手
引
（
巨
◎
を
、
。
。
○
ｏ
毒
＜
２
羊
竃
争
一
）
◎
斤
）
○
綿
花
○
部
に
も
、

。
。
ｏ
。
目
箏
一
、
＜
ｏ
、
；
與
晩
。
「
○
ｏ
◎
旨
ｏ
帽
◎
◎
ま
旨
ｐ
＜
・
。
ｑ
穀
『
『
＜
考
－
崖
け
亦
８
昌
昌
◎
己
＜
け
竃
旨
＆
、
、
ｏ
◎
巨
鼻
ｑ
、
、
｛
ｐ
昌
ｐ
ｏ
ｑ
９
目
ゆ
昌
ｏ
～

匹
四
昌
。
習
。
・
冒
、
・
碁
｛
８
；
言
；
二
毒
一
奏
言
婁
一
二
・
茅
；
；
；
与
；
婁
二
自
｝
婁
ま
量
鴛
孝
Ｓ

ｏ
×
勺
◎
。
。
篶
、
ｏ
８
｝
ｏ
。
一
。
旨
ｏ
目
亘
８
箏
ｇ
ｇ
考
｛
苧
昌
竈
｛
一
。
。
ｐ
目
｛
四
目
ら
◎
亭
暮
ｏ
尊
量
罵
◎
巨
。
。
昌
斗
８
３
鵯
箏
ｇ
竺
。
。
ｇ
ぎ
｛
目
ｏ
ｑ
ぺ

陣
。
・
・
、
箏
｛
、
。
箒
、
。
目
。
。
け
。
苧
０
８
昌
昌
昌
試
Ｓ
旨
宗
『
ぎ
Ｏ
｛
く
己
§
－
８
昌
昌
◎
ま
９
プ
Ｓ
皇
巨
鴛
昌
２
曽
。
。
ぎ
饒
。
。
；
＜
２
◎
『

８
ユ
ｇ
庄
ｏ
タ
、
プ
ｏ
｝
雲
匹
２
冒
ｐ
凋
ｏ
８
ｏ
ｐ
『
胴
◎
ｏ
ｐ
箏
げ
ｏ
。
。
◎
〇
一
婁
の
雷
ｏ
｛
一
、
、

止
’■

－一’

一

．
一

廿山
’

ユ

」」
■

」
■…皿

…’１
－
一

の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
米
国
の
定
義
に
い
、
、
、
と
二
二
、
い
、
「
湿
気
？
の
る
土
地
ま
た
は
床
の
上
に
貯
蔵
さ
れ
る
緕
倶
」
と
は
、
綿
花
○
輸
送
が
始
之
り
・
そ

れ
が
継
続
キ
、
れ
て
い
る
間
は
貯
蔵
の
必
婁
も
れ
い
か
ら
、
Ｃ
／
Ｄ
は
、
愉
送
閉
始
前
と
い
う
二
と
に
な
る
Ｃ
し
か
し
、
繰
綿
工
場

（
９
昌
。
、
く
）
で
繰
綿
（
９
旨
＆
○
◎
ｇ
昌
）
に
な
つ
た
納
花
が
、
製
俵
圧
搾
所
（
霊
－
轟
串
ｇ
◎
。
）
に
送
ら
れ
、
圧
搾
製
俵
さ
れ
た
締
花

が
、
元
地
か
ら
船
積
港
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
る
。
商
談
の
成
立
を
待
っ
て
は
じ
め
て
海
外
へ
輸
送
さ
れ
る
こ
と
が
、
綿
花
貿
易
取
引

の
常
例
で
あ
る
か
ら
、
輸
送
の
途
中
、
貨
物
が
貯
蔵
さ
れ
る
二
と
も
あ
り
得
る
し
、
ま
た
、
こ
の
場
合
、
船
積
港
に
わ
け
る
貯
蔵
中
に
発

生
し
た
Ｃ
／
Ｄ
は
、
っ
ぎ
の
海
上
輸
迭
か
ら
観
れ
ば
、
明
ら
か
に
輸
送
開
始
前
に
生
じ
た
損
害
（
黒
♂
屋
◎
ｏ
｝
骨
旨
ｏ
巨
Ｏ
ｐ
昌
晶
ｏ
）

と
い
一
つ
こ
と
に
も
な
る
。
　
上
、
一
た
、
　
生
産
元
地
か
ら
の
輪
送
を
、
一
括
し
て
考
え
れ
ば
輸
送
開
始
後
に
発
生
し
た
Ｃ
／
Ｄ
と
い
う
二

、
二
に
も
な
り
得
る
。
　
い
づ
れ
に
せ
よ
、
生
産
元
地
に
わ
け
る
よ
り
は
、
　
船
積
港
に
お
け
る
倉
庫
の
施
設
の
方
が
は
る
か
に
完
備
し

一
、
、
い
る
関
係
上
、
Ｃ
／
Ｄ
は
、
船
磧
港
「
｛
お
け
ろ
、
人
り
は
生
漆
地
に
お
け
る
々
“
、
そ
の
損
害
発
生
の
比
卒
が
大
で
あ
る
二
、
二
は
容

　
　
立
命
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済
学
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四
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］
．
第
四
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い
わ
伊
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
、
タ
メ
ィ
ー
ヅ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
七
八
（
六
｝
四
）

易
に
考
え
ら
れ
一
名

　
さ
ら
に
、
、
、
○
ｃ
暮
９
彗
｛
Ｏ
◎
暮
９
竃
胃
斤
９
、
、
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
ハ
ッ
ハ
ー
ド
（
目
；
事
冒
｛
）
氏
の
Ｃ
／
Ｄ
に
関
す
る
見
解
は
、

「
綿
花
が
ブ
外
で
外
気
に
曝
さ
れ
る
と
包
装
の
外
部
が
腐
蝕
さ
れ
、
そ
の
腐
蝕
が
包
装
の
内
部
へ
次
第
に
拡
↓
、
一
つ
て
１
行
く
。
ま
た
、
綿

花
の
梱
包
が
、
底
板
な
し
に
地
面
に
接
触
し
た
ま
＼
放
置
さ
れ
＼
ば
、
梱
包
の
底
は
泥
土
に
浸
さ
れ
て
凝
結
し
、
已
に
は
綿
花
が
腐
蝕

ご
わ
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
、
Ｃ
／
Ｄ
で
あ
り
、
腐
蝕
さ
れ
た
綿
花
は
、
積
出
し
ま
で
に
完
全
に
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
、
相
当
な
経
費
用
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
見
解
は
、
　
棉
花
の
蒙
る
外
気
に
も
と
づ
く
風
雨
損
害
と
、
湿

地
面
と
の
接
蝕
に
。
よ
る
と
こ
ろ
の
泥
土
損
害
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、
Ｃ
／
Ｄ
と
は
、
ウ
ェ

サ
ー
、
タ
メ
ノ
ー
ジ
（
ミ
ｓ
事
實
】
｝
昌
晶
ｏ
）
を
も
含
め
、

　
Ｈ
　
外
気
に
，
曝
さ
れ
た
緒
果
生
ず
る
風
雨
作
用
。
、
し
湿
気
吸
牧
作
用
の
も
た
ら
す
損
害
、

　
↓
　
地
面
叉
は
床
と
の
接
触
に
よ
る
過
度
の
吸
湿
作
用
と
泥
土
作
用
の
原
因
す
る
損
害
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
ｏ

　
か
か
る
損
害
を
被
つ
た
綿
花
は
汚
染
変
色
を
伴
い
、
あ
る
ひ
は
、
徴
臭
を
生
じ
、
更
に
は
、
進
行
し
て
フ
ェ
ル
ト
の
如
く
凝
固
し

て
し
ま
う
。
こ
の
限
界
に
ま
で
達
し
た
綿
花
は
、
米
国
の
Ｃ
／
Ｄ
定
義
に
述
べ
る
如
く
、
さ
ら
に
綿
花
繊
維
と
し
て
の
価
値
は
全
く

喪
失
し
て
、
商
品
の
取
扱
い
は
肘
来
な
く
な
る
。
二
の
状
態
に
わ
け
る
綿
花
を
。
。
Ｏ
◎
；
言
＜
Ｏ
曽
冒
晶
ｏ
Ｏ
鼻
９
、
”
と
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
よ
う
ｏ

　
こ
＼
に
、
Ｃ
／
Ｄ
の
意
義
な
ら
び
に
そ
の
翼
補
に
関
す
る
米
英
両
国
保
険
市
場
の
慣
習
の
相
異
を
明
ら
か
に
す
る
好
個
の
文
献
と

し
て
、
一
九
五
三
年
四
月
二
十
三
日
発
刊
、
英
国
の
海
上
保
険
に
関
す
る
雑
誌
フ
ニ
ァ
ー
ブ
ン
ー
（
霊
サ
亘
ミ
）
誌
上
に
揚
載
さ
れ



二
、
、
、
Ｃ
…
箏
一
二
）
彗
牽
；
（
一
；
・
旨
、
、
と
檀
べ
特
別
記
事
ケ
Ｕ
る
。
二
れ
は
、
わ
か
旧
○
梅
上
保
険
会
匁
べ
び
に
そ
二

関
係
方
「
岬
以
外
に
は
余
り
備
え
て
わ
ら
、
い
と
想
う
シ
ら
、
原
又
を
そ
○
レ
ペ
・
柵
ゴ
て
兇
よ
う
。
二
っ
記
｝
は
、
米
国
○
、
。
Ｏ
ｏ
暮
旨

、
－
、
一
．
己
ｏ
」
一
、
…
量
一
、
、
訣
編
集
長
、
米
人
口
一
ス
、
声
ｃ
蓄
）
氏
が
、
前
記
フ
ェ
７
－
フ
レ
…
沽
に
寄
稿
し
一
」
も
一
り
を
、
同
誌
の
記
者
が

ヅ
杓
’
ノ
で
、
紹
介
し
二
も
一
＼
、
カ
ニ
、
。
。
ソ
ｔ
“
三
、
、
同
誌
記
者
（
二
忠
兇
デ
加
え
ら
れ
一
、
い
る
と
同
時
に
、
最
後
Ｊ
「
英
国
○
慨
習
に

非
す
」
（
２
◎
け
軍
｝
艮
了
巾
量
三
８
）
の
噴
目
は
、
全
部
同
誌
記
者
の
兇
解
と
見
る
へ
き
で
あ
ろ
。

、
。
弓
＞
－
声
勺
■
＞
く
。
、
：
：
：
＞
勺
『
－
心
ｃ
〇
一
；
び
ら
〇
一

Ｃ
Ｏ
Ｏ
オ
弓
声
く
Ｏ
＞
く
声
○
向
○
オ
Ｑ
○
弓
弓
○
之

一
身
○
員
峯
邑
篶
Ｈ
婁
毒
竃
・
。
○
毒
毫
・
己
９
Ｃ

　
　
－
サ
四
、
。
、
。
。
。
｛
く
。
｛
〔
、
。
、
自
竃
Ｈ
・
ｃ
勺
９
◎
冒
宍
畠
。
。
一
竃
ｐ
冒
ｐ
ｏ
ｑ
｛
箏
ｏ
ｑ
目
畠
８
弓
◎
｛
手
ｏ
Ｏ
○
弓
弓
○
オ
弓
宍
＞
Ｏ
－
』
Ｏ
■
犀
オ
宰
ポ

。
｛
く
。
冒
亘
、
｛
。
。
一
弓
。
箏
箏
６
ｏ
・
ｃ
ｏ
・
＞
・
・
饒
－
冒
岬
讐
■
｝
｛
鼻
ｏ
Ｈ
富
け
ぎ
ｏ
ｑ
－
ｏ
罧
ｇ
弩
邑
目
ｏ
ｑ
◎
暮
◎
『
亭
〇
一
〇
暮
弩
印
◎
冒
竃
７
Ｑ
↑
国
．

墨
鷺
ぎ
睾
夷
声
葦
♂
二
婁
勺
・
ぎ
弩
二
筆
事
．
里
晩
９
一
；
一
二
・
屋
冒
孝
§
阜
篶
票
邑
８
§
邑
目

。
、
ま
。
一
。
。
冒
切
一
箏
ま
Ｏ
○
昌
婁
臭
＞
昌
』
昌
婁
＞
－
・
享
喜
箏
§
芽
婁
享
・
一
ま
夏
婁
、
。
Ｏ
・
旨
｛

〇
四
冒
四
・
・
。
、
、
。
、
。
、
ま
箏
、
、
二
、
婁
＝
§
奪
・
三
筆
。
・
で
・
；
貧
・
、
、
彗
ま
窮
撃
～
ま
エ
ニ
一
暮
妻
・
一
鼻
萎
夏

ご
サ
。
、
く
、
岸
。
、
。
二
一
婁
・
ま
ま
婁
き
麦
阻
く
・
§
昌
晋
・
：
く
迂
汀
８
箏
。
。
事
易
Ｏ
・
；
身
９
§
岬
二
・

げ
。
・
峯
、
ら
。
。
。
吻
、
。
。
、
勺
・
婁
。
・
ｇ
§
邑
三
二
。
目
§
喜
ぎ
茅
ニ
プ
・
～
§
勺
毫
婁
§
＜
『
巳
二
ｇ
婁
昌
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い
わ
ゆ
二
Ｊ
カ
、
－
ｋ
り
，
、
．
ク
ゾ
ィ

◎
｛
巨
吻
篶
昌
弩
茅
一
　
曽
ｏ
９
け
ｇ

８
手
オ
◎
き
冒
事
二
萎
壱
胃
．

茅
一
竺
サ
§
｛
♂
。
・
Ｓ
暮
苫
目
胴

事
篶
季
二
・
亭
二
・
轟
弐
冒
ｏ

ｏ
・
箪
；
デ
く
ミ
。
。
婁
轟
庄
隼
一
〇

葦
矛
竺
等
饒
墨
；
婁
一
§
け
す
員

一
９
売
婁
ｐ
邑
ｏ
討
乙
・
膏
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一
ヨ

ム
ン
に
り
、
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
Ｏ
（
六
一
六
）

事
こ
・
～
事
穴
８
、
。
。
守
饒
ま
昌
孝
事
峯
豊
毛
・
邑
ぎ
畏
貝
昌
＞
く
・
、
『

　
　
｝
ｏ
吻
因
く
。
・
　
Ｏ
◎
簑
箏
言
ｋ
Ｕ
ｐ
昌
ｐ
ｏ
ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
芦
５
げ
ｏ
　
け
プ
０
Ｈ
２
巨
け
◎
『
竃
目
｛
げ
－
◎
ミ
｝
箏
胴
－
冒
８

ぎ
昌
婁
｛
考
事
プ
汰
８
８
旨
り
彗
匡
耳
§
勺
崖
Ｏ
ぎ
轟
２
一
Ｐ
け
§
潟
§
膏
Ｏ
・

・
迂
・
・
；
鼻
昌
量
＜
篶
量
一
～
饒
尋
ぎ
事
品
ぎ
竜
己
竃
｛
…
茅
０
｛
昌
身

・
召
一
．
Ｈ
、
斥
；
茅
茅
旦
コ
；
巨
一
ぎ
；
薫
工
豪
二
邑
・
討
。
・
一
冒
＆
８
麦

豪
婁
星
、
。
・
一
吾
旨
葦
争
彗
習
彗
＜
…
昌
げ
雪
・
～
昌
２
彗
三
一
２
茸
。
。
｝
多
易

手
・
毛
員
一
二
墓
老
秦
ま
・
毒
き
尋
彗
ら
。
い
９
；
；
一
）
§
晶
ｏ
、
、
冒
２
・
８
…
・

　
　
　
’
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
ヨ
；
－
；
…
、
彗
３
≧
屯
つ

　
　
弓
フ
零
ｏ
オ
お
自
ｏ
プ
¢
７
ｏ
ぎ
峯
『
一
■
富
ｏ
。
。
の
－
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『
ｐ
す
◎
真
け
了
ｏ
　
目
箒
一
－
８
◎
『
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ｑ
箏
９
＜
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冒
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胴
ｏ
　
◎
市
ぎ
８
Ｈ
９
け
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宗
妻
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一
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一
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豪
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撃
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『
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名
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享
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｝
工
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…
竃
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彗
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胴
ぎ
♂
二
鼻
彗
員
ぎ
｛
・
一
ｇ
；
、
．
く
８
｛
呂
§
鶉
、
吻
。
、
雲
轟
；
吾
＜
亀
二
邑
目
婁
一
、
。
茅
ぎ
Ｊ
ｑ
｝
・
窄
§
一
昌
妻

一
一
；
冒
；
§
二
一
五
曇
吻
一
二
～
ｓ
身
ま
＜
二
＝
妻
う
・
暮
二
、
ｋ
饒
；
；
ち
◎
◎
ｂ
８
召
一
彗
…
；
二
ま
ま
轟
一
ぎ

Ｑ
◎
く
２
箏
冒
ｏ
旨
↓
、
ｏ
。
塞
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昌
暮
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『
亭
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鼻
『
メ
Ｕ
以
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“
び
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易
・
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プ
ｏ
；
ｏ
＋
山
　
。
。
ｏ
婁
◎
冒
　
津
　
昌
ｏ
；
　
ご
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吻
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婁
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彗
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冒
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｝
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電
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、
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胴
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８
言
芦

彗
包
ニ
ミ
ぎ
胴
事
員
…
季
一
；
箒
ぎ
…
・
す
一
葦
一
奪
二
弩
ｏ
婁
旨
一
＆
豪
『
姜
＜
ぎ
、
一
，
｝
矛
影
；
お
９
・
く
事
↓
一
；

ｏ
．



一
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彗
＝
重
茅
三
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一
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一
暮
二
亭
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一
多
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ニ
琴
二
邑
・
一
蔓
邑
；
麦
ニ
ア
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ミ
邑
享
婁

げ
§
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邑
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一
婁
…
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昌
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一
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§
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邑
ま
目
一
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一
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一
。
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。
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邑
；
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事
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ご
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邑
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ぎ
、
二
き
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頁
§
一
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二
…
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一
；
？
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、
、
、
ぎ
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弓
一
二
。
、
一
。
目
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巨
、
。
一
、
・
麦
℃
集
奪
床
で
、
・
ま
＆
麦
；
彗
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毛
§
一
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暮
§
身
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茅
長
老
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事

げ
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ｏ
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く
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け
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冨
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目
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一
八
二
（
六
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
霊
轟
９
曇
旨
睾
一
８
一
品
一
。
。
ぎ
一
；
０
曇
◎
き
§
匡
０
ぎ
屋
；
宗
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
◎
目
目
言
＜
Ｕ
ｐ
昌
ｐ
ｏ
ｑ
ｏ
げ
目
９
ｏ
◎
＜
ｏ
屋
～
◎
箏
ｏ
◎
暮
◎
目
－
鼻
ｏ
易
■
◎
Ｈ
◎
目
　
Ｏ
易
一
ｐ
箏
｛
　
司
３
ポ
プ
一
◎
『
　
ｏ
。
｝
§
－
四
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
雲
勺
豪
募
９
二
・
Ｓ
；
竺
Ｏ
・
。
一
９
・
昌
・
。
プ
号
實
募
８
毛
・
声
暮
旦
・
§
ぎ
亭
Ｏ
ｄ
争
Ｏ
｛
・
。
葦
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
冒
四
ｑ
ぎ
プ
ー
ｏ
辻
ｏ
ｇ
ｏ
ｏ
◎
鼻
プ
◎
Ｈ
Ｏ
ｏ
箏
言
竺
卜
昌
雪
げ
ダ
　
　
Ｏ
竈
げ
ｐ
◎
『
ミ
９
一
Ｈ
目
堅
２
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾
箪
一
〇
　
■
０
｛
ｑ
〇
一
｝
◎
箏
吻

　
　
竃
『
．
宍
◎
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
胴
◎
ｏ
ｇ
ｏ
◎
目
↑
◎
吻
ｐ
＜
↓
｝
ｏ
『
ｐ
け
ｏ
♂
『
ｏ
◎
弓
目
弐
＜
　
】
）
四
員
５
胴
ｏ
ｏ
ｐ
Ｈ
ユ
ｏ
ｏ
９
≦
一
岸
プ
岸
ｐ
ｏ
ｑ
◎
◎
｛
Ｈ
ｏ
ｏ
◎
『
｛
Ｈ
０
↓
目
『
冒
ｏ
ｏ
◎

葛
３
８
８
；
晶
二
｝
９
巨
勺
昌
９
；
；
・
竃
８
書
Ｐ
宇
↑
一
５
Ｓ
身
ま
壱
手
・
曇
Ｏ
考
・
。
。
署
巨
。
・
プ
婁
さ
・
雪
員

饒
コ
｛
亭
◎
【
目
く
ｏ
ｐ
Ｈ
↓
◎
く
ｏ
ｐ
『
↓
｝
ｏ
ｏ
×
ｏ
ｏ
ユ
ｏ
目
ｏ
ｏ
｛
員
－
ｏ
『
◎
＜
ｏ
｛
四
ｂ
｛
↑
プ
ｏ
『
ｐ
↓
ｏ
老
ｐ
ｏ
。
『
ｏ
｛
；
ｏ
ｏ
ユ
ｐ
ｏ
。
け
げ
ｏ
ｏ
－
ｐ
｝
員
易
♂
Ｈ
ｏ
◎
づ
目
－

９
＜
－
）
四
８
１
９
岬
Ｏ
臼
け
｛
Ｏ
ｏ
ｏ
弐
目
９
↓
｛
◎
目
げ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
昌
１
Ｏ
目
Ｏ
胴
｝
０
ｑ
｛
げ
庁
一

孝
ぎ
勺
蔓
彗
２
・
事
§
守
す
＜
く
・
．
宍
婁
げ
手
斗
。
。
＞
豪
寿
彗
昌
宗
妻
～
婁
冒
薯
胃
８
婁
事
・
＆
８
き
？

ぎ
胴
ｏ
◎
；
写
星
冒
晶
・
・
；
フ
◎
轟
ぎ
亭
・
ｃ
ま
＆
◎
。
葦
鶉
考
テ
§
手
二
婁
鶉
考
昌
匡
訂
四
ｇ
婁
＆
昌
。
。
テ
９
、
つ

冒
目
ユ
一
け
プ
Ｏ
ｏ
ｏ
０
９
ｏ
ｏ
◎
箏
－
Ｏ
｝
－
－
げ
ド
一
　
曽
５
｛
け
プ
庁
ミ
曽
ｏ
ｏ
乱
◎
箏
Ｏ
『
Ｏ
Ｏ
Ｐ
巨
ｏ
ｏ
Ｏ
寄
『
Ｏ
｝
０
ｑ
目
　
Ｏ
◎
旨
づ
Ｏ
工
竈
◎
旨
四
〇
ｑ
『
Ｏ
Ｏ
｛
↑
◎
　
↑
プ
｛
ｏ
。
　
勺
『
Ｐ
Ｏ
ユ
Ｏ
Ｏ

婁
Ｐ
８
冒
潟
葦
奏
昌
§
冒
Ｏ
．
｝
宅
潟
婁
↓
ぎ
；
芽
ま
。
。
嚢
己
叶
＆
ぎ
・
８
８
写
ａ
げ
・
§
庁
と
９
；
ミ
事
嚢
－

勺
０
９
↓
◎
↑
ブ
¢
勺
『
Ｐ
Ｏ
ユ
Ｏ
Ｏ
◎
『
『
２
℃
◎
■
乱
圧
－
岸
＜
。
、
　
Ｈ
目
け
フ
Ｏ
勺
Ｐ
ｏ
。
ポ
く
■
声
◎
ｏ
。
。
。
Ｏ
◎
目
竈
目
簑
Ｏ
｛
・
　
Ｐ
ｏ
。
ミ
Ｏ
自
Ｐ
・
。
↑
◎
匝
Ｐ
ぺ
・
　
声
昌
Ｏ
ユ
Ｏ
Ｏ
箏



…
・
テ
、
…
一
蚕
、
。
竈
８
・
己
轟
Ｑ
；
暮
、
〈

竃
〆
ｏ
。
｝
斗
ぎ
島
目
宗
邑
畠
一
一
昌

亭
ｏ
勺
婁
二
晶
四
邑
婁
・
｛
プ
婁
一

Ｈ
）
警
毒
鷺
９
；
考
◎
・
；
ブ
・
り
冒
彗
募
秦
篶
二
〇

ぎ
碧
８
己
彗
８
乏
亭
亭
ｏ
・
。
巨
ミ
２
『
｛
◎
募

ミ
サ
ｏ
目
四
目
｛
ミ
プ
ｏ
冨
亀
５
０
ｏ
巨
目
言
×
Ｏ
ｐ
旨
Ｉ
ｐ
羽
ｏ

一
・
２
（
ぎ
…
；
、
＜
Ｈ
）
彗
星
的
二
妻
２

ｐ
目
｛
ｏ
寡
３
昌
ゆ
目
｛
曇
竃
ｄ
茸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
』

冒
屯
昌
ぎ
毒
◎
§
…
＆
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
目
Ｈ
冒
勺
◎
言
鼻
ま
ぎ

白
豪
床
手
・
昌
暮
ぎ
尼
鼻
饒
昌
で
弩
嘉
§
吾
・
『
く
・
．
声
婁
。
。
。
気
奪
一
宇
一
；
８
婁
一
二
・
壬
二
ぎ
ｏ
嚢
ま
箏

麦
；
二
一
；
＞
ヨ
９
．
一
茎
；
ミ
ぎ
ニ
プ
ニ
婁
…
姜
一
・
２
９
；
胃
箏
、
〈
ｄ
彗
お
・
・
事
勇
一
；
一
一
、
一
、
＆
了
き
一
、
二
一
ｉ
２
、
・
、
マ

ま
目
◎
二
ぎ
・
薫
．
竃
・
．
宍
・
。
。
。
。
董
壱
一
。
、
岸
峯
…
亮
邑
身
ヴ
ニ
・
竃
け
ぎ
；
豪
７
貫
一
毛
彗
言
、
ｏ
饒
、
◎
昌
ま
二
〇
；
、
一
千

々
四
〇
〇
〇
勺
３
｛
｛
婁
芦
§
目
ｏ
ｏ
勺
『
｛
目
ｏ
廿
－
富
…
ブ
◎
…
ｏ
く
ｏ
３
　
け
プ
ｏ
く
實
ｋ
目
黒
９
３
◎
市
Ｏ
ｏ
芦
箏
９
＜
Ｏ
ｐ
冒
ｐ
ｏ
ｑ
ｏ
ｐ
箏
｛
｛
誌
言
ｏ
ｐ
↓
昌
ｏ
箏
け

旨
宗
二
牙
一
婁
…
竃
８
８
ミ
葦
篶
ｏ
嚢
竃
け
＆
。
。
９
昌
婁
訂
；
目
＆
睾
♂
墨
；
彗
く
一
８
８
＞
婁
ぎ
彗
８
暮
；
プ
骨
－

○
婁
ぎ
ま
婁
・
＝
ぎ
茅
ニ
プ
等
手
二
婁
冒
彗
８
８
旨
℃
彗
一
富
・
。
・
彗
轟
晶
・
募
・
毒
・
亭
窒
号
津
手
二
・
邑
弩

｛
撃
一
§
ま
ｐ
彗
｛
き
・
５
げ
｝
彗
望
轟
逼
ま
邑
弩
婁
ｏ
§
。
・
二
雪
婁
．
↓
訂
昌
ｏ
；
汰
。
。
量
ｇ
・
亀
竃
暮
・
；
で
？

９
邑
勺
◎
｝
ｏ
く
目
箏
｛
ｏ
『
ｐ
目
◎
勺
ｏ
目
勺
◎
｝
ｏ
ペ
オ
。
・
貢
ｏ
｛
げ
＜
四
目
宰
冒
ｂ
ユ
ｏ
ｐ
箏
　
ぎ
・
。
目
Ｈ
２
目
ｏ
ｏ
　
Ｏ
◎
昌
勺
ｐ
箏
く
　
ｐ
ｑ
８
冒
箒
｛
ｏ
巴
～
　
ｐ
。
。
－

竃
冒
＆
苧
…
薫
９
０
；
暮
｝
Ｏ
§
晶
９
雲
９
手
◎
轟
プ
臣
・
◎
書
婁
匡
で
旨
ミ
ぎ
秦
ま
竃
・
§
｝
＆
黒
手
ｏ

。
・
ぎ
等
手
二
邑
８
＆
。
。
崖
一
品
一
黒
亭
ｏ
８
冒
雫
婁
一
ｇ
一
プ
ｏ
勺
昌
Ｆ
◎
二
く
ｇ
ウ
◎
・
び
二
一
・
・
罵
・
・
。
。

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
鋒
四
巻
・
策
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
（
六
一
九
）



　
　
　
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ｉ
、
．
反
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
（
六
二
〇
）

く
・
・
声
婁
８
邑
己
富
｛
。
。
吾
素
麦
；
三
；
；
・
邑
ぐ
毛
毛
、
８
一
箒
｝
巨
く
・
．
一
一
．
く
・
竃
ポ
三
５
饒
・
巨

§
宥
｛
ま
毛
窒
・
Ｐ
計
・
§
８
二
目
豪
・
。
§
§
葦
↑
・
ま
・
串
・
；
迂
旨
宇
多
一
§
寝
＜
Ｏ
・
…
写
ｂ
§
－

晶
二
『
嚢
勺
８
葦
Ｏ
◎
『
ミ
ぎ
け
ま
二
け
ミ
塞
ぎ
２
胃
＆
ミ
事
一
箏
冒
考
事
◎
巨
手
二
婁
毒
＆
↑
§
邑
↑
．

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
◎
け
　
射
Ｈ
｛
け
｛
ｏ
ｏ
サ
　
勺
Ｈ
ｇ
Ｏ
け
｛
Ｏ
Ｏ

崇
饅
一
§
×
ぴ
二
・
し
二
・
宰
塞
声
罵
・
一
§
；
宇
ミ
ま
畠
§
・
§
§
鼻
げ
己
§
・
暑
・
・
雇
～
事

§
勺
茅
ご
迂
一
二
９
ニ
プ
｛
§
ま
・
・
；
・
茅
＝
目
～
・
毫
ま
鼻
Ｈ
二
昌
；
毛
・
一
。
ま
・
多
§
茅
・
書
苧

吻
与
亀
８
書
目
葦
碧
麦
一
一
募
二
豪
ま
；
『
事
・
ニ
ア
：
薫
；
宇
ま
亘
一
・
二
一
§
豪
．
；
婁
・
８
曇
事
ら

。
；
冒
ぎ
、
。
こ
、
婁
事
岬
ま
婁
皇
童
・
・
。
。
一
彗
・
轟
茅
昌
二
・
邑
箏
竃
・
ま
・
茸
事
・
二
ぎ
轟
プ
巨
。
。
；
プ

ま
二
目
茅
昌
・
掌
鼻
麦
曽
・
・
｛
乏
宗
・
老
・
亭
婁
・
市
讐
＝
毛
２
・
『
§
岬
・
・
嚢
婁
．
黒
し
己
・
＝
ヲ
・

考
プ
◎
冒
・
Ｈ
チ
四
く
ｏ
ｏ
ｏ
箏
ｏ
。
邑
ａ
戸
・
。
ｐ
ざ
ミ
岸
サ
◎
阜
け
ｏ
目
巴
｛
饒
ｏ
９
弐
◎
Ｐ
一
ア
斗
昌
嵩
×
　
ミ
◎
巨
｛
　
Ｈ
＆
ｏ
ｇ
　
ｐ
　
ｏ
－
辻
目
　
｛
ｏ
ｈ
　
Ｏ
◎
戸
目
言
×

一
）
§
晶
・
弓
ま
篶
考
塞
邑
｛
昌
・
二
迂
茅
ま
§
鵯
考
豊
一
９
毒
＆
昌
邑
宗
茅
一
舅
目
・
＆
§
邑
一
．
竺
茅

葦
ぎ
ま
鶉
牽
・
二
麦
一
・
宗
勺
婁
ぎ
旨
け
豪
§
｛
・
｛
豆
昌
宣
・
亀
量
ま
二
目
一
・
毒
彗
８
き
麦
・
§
一
二

婁
二
彗
。
・
§
易
勺
§
守
目
一
．
掌
２
邑
シ
麦
二
箏
亭
・
秦
予
・
一
曇
§
§
二
一
§
＜
至
；
二
麦

麦
婁
呈
｛
～
＞
曇
・
一
§
巨
事
婁
孝
易
９
多
四
；
婁
・
薫
婁
８
烹
婁
邑
事
・
｛
声
暮
ま
彗
Ｏ
§
一
星
．

き
冒
匡
竃
罫
写
げ
二
き
負
了
鼻
ま
二
；
§
吾
導
麦
二
身
二
ま
妻
・
一
義
一
き
ま
・
・
；
・
葦
奪



■

麦
員
多
・
茅
二
宇
Ｏ
；
箏
身
ｂ
§
奪
・
；
ミ
秦
８
く
§
；
二
一
５
亘
呉
ぎ
｝
二
婁
・
二
§
膏

　
秦
篶
ぎ
昌
弓
＆
◎
募
己
Ｏ
｝
ヱ
曇
毒
ま
；
婁
干
　
Ｏ
。
一
９
９
ぎ
毒
く
３
亭
９
二
９
昌
。
。
３
『
０
９
ま
穿
『
９
８
げ
Ｏ
募
８
目

＞
曇
ま
竃
彗
匹
目
星
事
惇
・
・
ま
・
・
二
豪
家
５
　
斗
昌
管
一
茅
奏
＝
麦
茅
ミ
サ
・
一
・
毛
邑
・
二
ぎ
ま

事
象
・
婁
＆
昌
彗
．
享
亨
§
ま
；
婁
７
讐
一
＝
一
昌
容
け
奏
一
；
・
家
ぎ
一
・
庁
葦
ニ
ニ
ぎ
麦
碁
毒
・
箏
ま

素
９
守
◎
『
亭
Ｏ
篶
算
Ｏ
；
季
Ｏ
暮
Ｏ
亀
｝
Ｏ
Ｈ
巨
Ｏ
；
邑
昌
Ｐ
一
く
ま
篶
Ｈ
婁
毒
竃
８
ｑ
己
Ｏ
目
．

　
右
の
記
事
に
よ
っ
て
、
Ｃ
／
Ｄ
填
補
に
関
す
る
米
英
両
国
に
お
け
る
慣
習
の
桐
異
が
明
確
に
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
米
国
の
慣
脅
の

主
な
る
点
は
、
「
保
険
会
杜
の
ク
レ
ｉ
ム
清
算
代
現
店
が
、
海
外
の
仕
向
地
に
す
で
に
訣
置
さ
れ
、
単
独
海
損
ク
レ
ｉ
ム
の
精
算
に
当

二
、
い
ろ
実
状
に
タ
。
と
、
っ
・
き
、
米
岡
の
綿
花
出
荷
人
に
対
し
て
何
等
か
の
遣
加
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
」
、
と
い
う
と
二
ろ
に

あ
、
る
ｃ
し
、
ば
し
ば
述
べ
た
如
く
、
Ｃ
／
Ｄ
は
船
積
前
に
発
｛
し
た
損
害
で
あ
る
か
ら
、
、
。
Ｏ
－
ｏ
彗
望
■
”
、
が
発
行
さ
れ
て
い
ト
」
に
せ

よ
、
、
一
、
つ
一
損
害
は
出
荷
人
が
負
担
す
、
一
・
き
も
つ
１
、
・
へ
り
ろ
。
同
時
に
、
荷
受
人
が
Ｃ
／
Ｄ
損
害
を
立
証
す
れ
ば
、
出
荷
人
は
そ
○
求
績

に
応
し
心
に
、
わ
は
れ
∴
れ
い
。
一
ギ
、
れ
に
は
、
卒
独
海
損
、
い
場
含
－
、
し
同
低
に
、
什
向
地
に
於
け
４
検
査
、
鑑
定
か
必
班
一
－
に
れ
一
，
て
く
７
’
。

し
か
も
、
損
害
額
に
対
す
る
支
払
を
せ
ね
ば
れ
ら
汽
い
。
エ
、
二
で
、
海
上
保
険
会
杜
が
海
外
代
理
店
の
有
す
る
機
構
を
利
用
し
て
そ

〇
一
損
害
、
い
査
定
、
な
ら
ぴ
に
、
損
害
額
の
支
払
を
す
る
。
こ
れ
が
、
米
国
の
慣
習
の
生
じ
山
」
重
処
な
点
で
乙
る
。

　
現
に
、
わ
が
国
の
海
上
保
険
会
杜
の
Ｃ
／
Ｄ
に
対
す
る
見
解
も
、
Ｃ
／
Ｄ
は
船
積
前
の
損
害
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
な
ら
ば
、
当
然
、
売
買
当
専
考
閉
に
わ
い
で
、
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
長
年
に
亘
る
締
花
坂
引
の
経
験
か
ら
」
、
便
宜
上
、
保
険
会
杜
が
そ
○
損
害
を
処
現
し
、
売
手
は
、
将
来
、
保
険
会
杜
の
求
償
に

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
　
（
六
二
一
）



　
　
い
わ
９
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
（
六
二
二
）

応
じ
、
自
己
叉
は
内
国
危
険
（
Ｈ
邑
彗
｛
宋
オ
斤
）
を
カ
バ
ー
せ
る
保
険
会
杜
に
わ
い
て
清
算
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
を

下
し
て
い
る
傾
向
が
あ
ろ
ｏ

四
　
本
邦
業
界
の
動
向

　
前
述
の
如
く
、
わ
が
国
へ
輸
入
さ
れ
る
米
綿
な
ら
び
に
メ
キ
シ
コ
綿
は
、
す
べ
て
Ｃ
Ｉ
Ｆ
建
で
敢
引
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
／
Ｄ
が
米

綿
ポ
り
ン
ー
（
勺
〇
一
一
２
）
で
カ
ベ
ー
さ
れ
、
仕
向
地
に
お
ヅ
る
契
約
所
定
の
コ
ン
ト
ロ
エ
っ
；
（
Ｏ
昌
言
◎
一
一
實
）
に
よ
っ
て
、
そ
い

損
害
一
パ
糖
算
さ
れ
て
い
二
現
状
に
お
い
て
は
、
ト
ニ
え
、
日
本
側
に
如
何
仁
る
事
情
か
あ
◆
っ
と
も
、
Ｃ
／
Ｄ
山
損
焦
程
凌
か
左
右

さ
れ
る
も
の
で
な
い
二
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
Ｃ
／
Ｄ
ク
レ
ｉ
ム
は
、
そ
の
損
害
率
に
関
係
な
く
支
払
わ
れ
て
い
る
た

め
、
些
少
な
と
る
に
足
ら
な
い
苦
借
、
い
わ
ゆ
る
、
ペ
テ
ー
、
ク
レ
ー
ム
（
勺
９
｛
９
乱
冒
）
に
、
多
大
の
手
数
と
経
費
を
班
し
、

綿
花
輸
入
商
に
は
、
直
接
関
係
は
な
く
と
も
保
険
者
に
と
つ
て
は
十
分
検
討
す
べ
き
間
題
で
あ
ろ
う
。

　
現
に
、
わ
が
国
の
保
険
会
杜
は
、
米
綿
わ
よ
び
メ
シ
キ
コ
綿
の
輸
入
に
際
し
、
有
力
な
る
綿
花
輸
入
商
と
共
に
、
従
来
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ

建
を
全
面
的
に
Ｃ
＆
Ｆ
建
に
切
換
え
を
企
画
し
、
海
外
の
シ
ツ
パ
ー
と
交
渉
を
重
ね
つ
＼
あ
る
。
こ
の
間
題
は
、
戦
後
民
間
貿
易
再

開
当
時
よ
り
、
海
外
事
情
の
変
転
な
ど
の
た
め
幾
多
の
困
薙
を
克
復
し
、
さ
き
に
、
雑
綿
に
対
す
る
本
邦
保
険
会
杜
附
保
の
可
能
性

が
具
現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
綿
花
輸
入
業
者
全
般
に
亘
る
借
款
綿
の
Ｃ
＆
Ｆ
建
切
換
え
は
、
種
々

の
状
勢
か
ら
見
送
ら
れ
て
い
る
の
現
状
で
あ
る
。
わ
が
国
綿
花
商
と
し
て
も
、
借
款
米
綿
に
っ
い
て
は
、
炊
引
条
件
（
弓
實
冒
。
・
）
の

変
更
に
関
し
、
過
去
に
お
い
て
幾
度
か
米
国
側
シ
ツ
パ
ー
と
交
渉
を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
綿
花
商
が
も
う
一
つ
積
極
的

ぺ
、
な
か
つ
た
最
大
の
原
因
は
、
交
渉
の
都
慶
、
シ
ツ
パ
ー
と
米
国
側
保
険
会
杜
と
の
独
い
精
び
つ
き
を
見
せ
ら
れ
も
し
、
交
渉
を
強



硬
に
せ
八
か
、
た
ち
ま
ち
商
取
引
万
般
に
わ
た
っ
て
、
種
々
支
障
亭
菜
た
オ
い
塘
地
に
陥
ろ
二
と
が
明
瞭
で
、
｛
干
こ
、
ニ
ハ
に
あ
っ
一
」

し
・
う
（
－
．
あ
・
り
。

　
と
二
ろ
が
、
咋
年
以
来
、
米
国
側
新
綿
の
好
牧
獲
に
加
う
る
に
、
消
費
国
の
為
替
事
惜
○
悪
化
な
ど
が
原
因
し
、
シ
ツ
パ
ー
間
の

競
争
も
激
甚
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
、
セ
う
－
ズ
、
　
マ
ー
ケ
ツ
ト
（
ｏ
ｏ
竺
ｇ
、
・
。
く
弩
ぎ
け
）
か
ら
、
ベ
ィ
ヤ
ｉ
ズ
、
マ
ｉ
テ
ッ
ト

（
¢
｛
胃
。
吻
竃
彗
ｇ
）
へ
の
陪
行
が
い
ち
じ
る
し
く
目
立
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
。
現
に
、
米
国
最
大
の
ン
ツ
パ
ー
た
る
某
杜
に
わ
い
て
す

ら
、
戸
－
：
＾
、
ス
（
「
「
～
；
マ
）
９
変
更
に
二
ｔ
（
つ
て
、
い
た
づ
ら
に
、
商
機
を
逸
す
、
’
如
｝
愚
は
避
け
、
へ
，
．
二
、
、
あ
る
、
二
い
，
つ
一
、

い
る
事
実
が
現
わ
れ
で
、
い
る
。
ま
に
、
わ
が
国
有
数
の
綿
花
商
ト
」
る
某
杜
の
如
き
は
、
も
し
、
二
の
米
綿
輸
人
わ
、
－
ム
ズ
ヘ
”
一
切
拠
．
ん

が
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
取
扱
量
は
、
年
間
四
万
俵
以
上
に
．
の
ぼ
り
、
保
険
料
も
約
一
干
万
円
の
敢
引
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
二
。

　
最
近
、
、
わ
が
国
の
締
花
商
よ
り
、
Ｃ
＆
Ｆ
建
切
換
の
交
渉
に
対
す
ろ
、
米
国
側
シ
ツ
パ
ー
の
通
信
に
よ
れ
ぼ
、
　
「
シ
ツ
パ
ー
と

し
て
は
、
〇
一
〇
§
寅
＼
－
を
受
取
っ
た
場
含
、
そ
の
後
に
生
ず
る
損
害
に
対
し
て
全
～
、
関
係
が
れ
い
二
と
、
〇
一
〇
§
寅
＼
－
が
発
行
さ

れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
後
、
発
見
さ
れ
た
Ｃ
／
Ｄ
に
対
し
て
は
、
シ
ツ
バ
ー
わ
よ
び
米
国
側
保
険
会
杜
は
、
一
切
そ
の
責
任
を
負
わ

な
い
二
と
」
の
点
を
明
示
し
て
来
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
前
述
の
通
り
、
工
、
の
損
害
が
船
積
前
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
、
長
年
の
綿
花
坂
引
の
経
験
上
、
本
来
、
売
買
当
事
者
間
で
処
理
す
べ
き
も
の
を
、
便
宜
上
保
険
会
杜
が

損
害
と
し
て
坂
扱
い
、
充
手
は
、
将
来
保
険
会
杜
の
求
償
に
応
じ
て
、
白
已
支
た
は
イ
ン
ニ
ノ
ン
ド
、
リ
ス
々
（
Ｈ
己
彗
｛
〆
オ
斤
）
牟
、

カ
バ
ｉ
せ
る
保
険
会
杜
に
わ
い
て
、
精
算
す
べ
一
さ
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
あ
乙
。

．
こ
の
場
含
、
シ
ツ
パ
ー
が
、
オ
ー
シ
ョ
ン
、
ヴ
ォ
ェ
ｉ
ジ
（
０
８
竃
く
２
晶
ｏ
）
を
附
保
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｆ
嬢
の
場
含
に
わ
い
て
、
い

わ
ゆ
る
「
通
し
附
保
」
－
・
（
弓
孝
◎
轟
チ
Ｈ
冨
…
彗
ｏ
ｏ
）
の
形
態
を
坂
り
、
イ
ン
ラ
ン
ド
、
リ
ス
ク
（
Ｈ
邑
竃
ら
宍
汰
斤
）
を
担
保
す
る
保

　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
四
巻
・
策
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
（
六
二
三
）

一

丁

■



　
　
　
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
メ
イ
ー
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
八
八
（
穴
二
四
）

険
会
杜
と
、
オ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ス
ク
（
０
８
竃
声
ポ
庁
）
を
引
受
け
る
保
険
会
杜
と
が
同
一
で
あ
る
か
ら
、
求
償
は
一
巡
し
て
、
緒

局
は
一
つ
の
保
険
会
杜
が
奨
補
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
。
と
二
ろ
が
、
Ｃ
＆
Ｆ
建
の
場
含
は
、
オ
ン
、
ボ
ー
ド
（
９

ヴ
。
、
、
｛
）
を
限
界
と
し
て
、
保
険
会
杜
が
別
個
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
ゆ
え
に
、
一
方
の
危
険
を
、
他
方
の
保
険
会
杜
が
カ
バ
ー

す
る
と
い
う
が
如
き
し
と
は
、
　
こ
れ
を
極
力
避
け
ん
と
す
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
＼
に
、
取
引
の
売
買
当
事
者
、
ま
た

は
、
そ
の
損
害
を
附
保
せ
る
保
険
会
杜
間
に
わ
い
て
求
償
関
係
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
含
の
求
償
問
魑
は
、
応
々
に
し

て
、
椙
互
の
力
関
係
が
加
わ
り
、
求
償
問
題
を
左
右
す
る
傾
向
が
強
い
か
ら
、
米
綿
保
険
を
日
本
側
に
お
い
て
、
附
保
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
絶
大
の
脳
み
と
最
大
の
難
関
が
横
た
わ
つ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
、
あ
点
に
つ
い
て
、
本
邦
保
険
会
杜
の
参
考
に
す
べ
き
は
、
米
綿
輸
入
の
Ｃ
／
Ｄ
レ
ー
ト
を
同
じ
く
す
る
印
度
に
お
い
て
、
如
何

に
そ
れ
が
処
理
さ
れ
て
い
る
か
七
い
う
点
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
印
度
．
に
輸
入
さ
れ
る
米
綿
の
大
部
分
は
、
Ｃ
＆
Ｆ
建
で
買
付
け

ら
れ
て
お
り
、
米
綿
保
険
事
情
を
徴
す
る
に
、
Ｃ
／
Ｄ
に
関
し
て
は
、
英
国
の
慣
習
に
も
と
ず
い
て
シ
ッ
パ
ー
に
求
償
し
、
ク
リ
ー

ン
｛
■
で
あ
る
関
係
上
、
シ
ツ
パ
ー
は
、
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
・
王
張
す
る
た
め
、
必
然
的
に
、
交
渉
の
相
手
は
燃
会
杜

、
戸
一
な
る
つ
が
通
例
で
あ
る
。
先
年
、
カ
リ
フ
ホ
ル
ニ
ヤ
州
に
お
け
る
水
害
に
よ
る
亘
額
の
ク
レ
ー
ム
も
、
そ
の
相
手
方
は
船
会
杜
で

、
び
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。
な
わ
、
印
度
に
わ
い
て
は
、
米
国
側
ニ
ツ
ハ
ー
は
、
ク
バ
ノ
ー
二
崖
＼
■
の
場
含
、
Ｃ
／
Ｄ
ク
レ
ｉ
ム
に
応

じ
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

　
Ｃ
／
Ｄ
は
、
す
べ
て
求
償
を
建
前
と
し
、
そ
の
保
険
料
も
マ
リ
ー
ン
、
リ
ス
ク
（
竃
彗
｛
篶
宍
庁
庁
）
に
対
す
る
も
の
と
、
そ
の
性

質
を
異
に
し
、
立
替
払
に
よ
る
金
利
、
求
償
に
要
す
る
経
費
、
そ
の
他
事
務
処
現
費
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
流
述
し

た
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
求
償
事
務
を
具
体
的
に
、
厳
格
に
わ
こ
な
え
ば
、
サ
ｉ
ヴ
ェ
ー
、
フ
ィ
ー
へ
ｇ
ｏ
毫
く
２
黒
ｏ
）
な
ど
、
却



り
て
終
費
一
「
∴
さ
∴
、
蔽
々
閉
燃
∴
サ
’
ぺ
い
布
し
Ｈ
て
い
三
三
ら
否
定
ぺ
し
・
一
．
ニ
ノ
、
い
ハ
、

　
し
か
し
、
怖
掘
「
フ
ニ
ア
ｉ
ゾ
レ
～
」
沽
上
に
わ
い
て
述
べ
ら
れ
だ
ロ
ス
氏
〇
一
飾
に
、
「
米
国
保
険
考
は
、
　
一
九
五
一
…
二
年

度
レ
ペ
で
は
、
米
国
内
で
ク
レ
ー
ム
’
査
宗
．
さ
仙
、
米
国
内
で
つ
Ｃ
一
ｂ
担
保
を
考
慮
し
ニ
ニ
と
は
れ
か
つ
た
が
、
外
国
○
競
争
考
た

ち
が
、
ク
レ
ー
ム
い
引
受
を
や
心
よ
う
に
片
、
つ
仁
ケ
ら
、
米
国
も
競
争
手
段
と
し
て
々
レ
ー
－
ム
○
引
受
を
始
め
る
よ
う
に
れ
つ
た
」

云
一
、
、
・
二
◆
勺
如
、
・
・
、
米
国
の
傑
険
会
杜
け
、
各
地
の
キ
、
へ
都
市
に
設
置
吋
．
、
代
哩
店
機
構
羊
。
利
用
、
）
、
ニ
ソ
、
（
・
∴
、
・
り
ゾ
、
－
船
会

礼
と
、
篶
々
交
沙
そ
亙
れ
つ
＼
あ
る
現
状
を
眺
め
ゐ
と
工
さ
、
わ
が
業
界
に
わ
い
て
も
、
Ｃ
、
／
Ｄ
に
閲
す
一
ハ
∴
〔
一
の
関
心
と
積
趣
的
、

処
双
工
夫
が
災
イ
一
ら
る
べ
や
に
考
え
ら
れ
る
次
箔
で
あ
、
〇

　
　
　
　
　
　
　
五
　
本
邦
に
於
け
る
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
メ
ィ
ー
ジ
の
料
率
そ
の
他
に
つ
い
て

　
一
九
五
一
二
…
内
年
度
輸
入
米
綿
ク
リ
フ
に
依
れ
ば
、
米
綿
プ
ー
ル
れ
へ
ら
び
に
ノ
～
ス
、
ア
ノ
り
カ
、
ゾ
ル
ー
ブ
共
に
、
日
本
わ
よ

び
印
度
向
の
米
綿
Ｃ
／
Ｄ
レ
ー
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
セ
ン
ト
ー
工
二
・
五
セ
ン
ト
に
規
宗
、
し
、
他
方
、
日
木
わ
よ
び
印
度
以
外
の

渚
国
の
仕
向
地
に
対
し
て
は
、
五
・
五
セ
ン
ー
、
－
！
六
・
五
セ
ン
ト
と
し
て
い
る
。
二
（
い
よ
う
に
、
Ｃ
／
Ｄ
レ
ー
ト
を
綿
花
の
仕
向
地
に

、
ふ
つ
て
区
別
す
ろ
二
と
は
、
一
九
五
ご
丁
－
四
年
○
棉
花
年
度
に
わ
け
る
始
め
て
の
現
段
で
あ
つ
て
、
一
九
五
三
…
三
年
度
タ
リ
フ
で

は
、
Ｈ
米
綿
っ
ー
ル
ー
・
：
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
、
ー
リ
、
ソ
ナ
両
州
に
わ
い
て
圧
搾
製
康
し
た
綿
花
は
、
　
二
二
．
五
セ
ン
ト
、
そ
の
他
の

州
に
レ
、
’
い
一
、
一
レ
ス
バ
ベ
ー
ル
（
？
２
。
・
了
饒
一
〇
一
し
だ
綿
花
は
、
六
・
五
セ
ン
・
へ
・
、
Ｈ
ノ
ー
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
グ
ル
ー
プ
・
：
…
圧
搾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

製
康
し
た
州
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
一
卒
に
一
〇
セ
ン
ト
と
規
定
し
て
り
、
仕
向
地
に
よ
る
区
別
は
全
く
な
く
、
た
だ
、
米
綿
プ
ー

ル
い
場
含
の
ア
ー
フ
オ
ル
ニ
ヤ
、
ア
リ
ゾ
ナ
両
州
に
お
い
て
プ
レ
ス
、
べ
－
ル
し
た
綿
花
の
み
に
高
卒
を
課
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

　
　
立
命
館
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済
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四
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四
多
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一
八
九
（
六
二
五
）

＾
■一

一

…
…

＾干

○



　
　
　
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
、
タ
メ
ィ
ｉ
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
（
六
二
六
）

む
し
ろ
、
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
／
Ｄ
の
性
質
上
、
日
本
及
び
印
度
向
と
欧
州
向
と
を
区
別
す
る
が
如
き
、
綿
花
の
仕
向
地

に
よ
っ
て
そ
の
料
卒
を
区
別
す
る
こ
と
は
甚
だ
不
含
理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
た
め
に
日
本
の
綿
業
は
英
国
を
始
め
欧
州
綿
業
に
比
し

て
競
争
上
非
常
な
不
利
の
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
及
び
印
度
に
向
け
て
積
送
さ
れ
た
多
量
の
カ
リ
ナ
オ

ル
ニ
ヤ
、
ア
リ
ゾ
ナ
両
州
の
綿
花
が
未
曾
有
の
ｏ
＼
】
）
ク
レ
ｉ
ム
を
発
生
し
た
事
実
に
も
と
づ
い
て
採
ら
れ
た
措
置
と
推
測
さ
れ
る
。

　
わ
が
国
が
輸
入
す
る
米
綿
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
ヵ
ル
フ
オ
ル
ニ
ャ
、
ア
リ
ゾ
ナ
両
州
の
綿
花
に
限
ら
ず
、
他
の
州
、
す
な
わ
ち
、

テ
キ
サ
ス
、
、
、
、
ス
シ
ツ
ピ
ー
な
ど
の
州
で
産
出
す
る
綿
花
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
度
に
わ
い
て
は
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
、

ア
リ
ゾ
ナ
両
州
産
出
の
綿
花
に
比
較
し
て
、
米
綿
プ
ｉ
ル
の
場
合
は
、
約
七
セ
ン
ト
ほ
ど
低
率
で
あ
つ
た
が
、
翌
二
十
八
年
度
か
ら

は
、
一
率
に
一
〇
セ
ン
ト
と
な
り
、
テ
キ
サ
ス
綿
の
如
き
は
、
三
・
五
セ
ン
ト
（
六
・
五
セ
ン
ト
か
ら
一
〇
セ
ン
ト
に
）
引
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
英
国
を
は
じ
め
欧
州
諾
国
の
仕
向
地
に
積
送
さ
れ
る
米
綿
は
、
テ
キ
サ
ス
綿
が
一
セ
ン
ト
引
下
げ
ら
れ

（
六
．
五
セ
ン
ト
か
ら
五
．
五
セ
ン
ト
に
）
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ャ
、
ア
リ
ゾ
ナ
綿
が
二
二
・
五
セ
ン
ト
が
八
セ
ン
ト
に
引
下
げ
ら
れ
て
、

米
綿
プ
ー
ル
の
場
含
五
．
五
セ
ン
ト
と
な
つ
て
い
る
。
ノ
ー
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
リ
７
に
わ
い
て
も
大
体
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
す

穴
わ
ら
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
綿
の
輸
入
に
当
つ
で
、
、
目
本
は
一
〇
セ
ン
、
の
Ｃ
／
Ｄ
レ
：
ト
を
課
せ
ら
れ
る
に
対
し
て
、
欧
州
は
三

．
五
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
、
四
・
五
セ
ン
ト
の
差
が
生
じ
、
緒
局
は
、
綿
花
価
格
の
べ
－
シ
ス
に
織
込
ま
れ
て
来
る

こ
と
に
な
り
、
米
綿
の
最
大
の
輸
入
国
で
あ
る
わ
が
国
は
、
印
度
と
同
様
か
＼
る
差
別
的
な
Ｃ
／
Ｄ
料
卒
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
全
く
理
解
し
難
き
実
状
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
日
本
お
よ
び
印
度
向
綿
花
は
、
従
来
よ
り
、
カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ァ
、
ア
リ
ゾ
ナ
両
州
産
の
も
の
が
多
い
と
の
統
計
的
根
拠
に
因
る
と

考
，
ん
ら
れ
行
い
二
と
も
な
い
が
、
損
害
卒
ヅ
、
そ
れ
程
大
き
く
な
い
テ
キ
サ
ス
綿
も
同
一
に
扱
わ
れ
ろ
二
と
、
た
と
え
、
カ
リ
フ
オ



ン
ニ
ァ
綿
の
Ｃ
／
Ｄ
ウ
レ
ー
ム
が
続
出
し
、
損
害
卒
が
大
で
あ
弓
に
叶
一
、
べ
、
元
来
、
綿
花
○
生
雌
考
に
拠
本
的
○
責
任
が
あ
４
Ｃ
一
／

Ｄ
損
害
に
闘
し
て
、
荷
受
・
王
に
ゐ
日
本
わ
よ
び
印
皮
側
に
わ
い
て
い
み
、
エ
、
○
資
任
を
課
叶
、
ら
れ
る
が
如
き
印
象
を
与
え
る
差
別
的

Ｃ
／
Ｄ
料
卒
は
、
公
平
妥
当
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
（
で
あ
る
、
と
も
か
く
、
か
＼
る
揃
直
を
採
る
に
至
つ
た
米
国
側
保

険
者
間
に
、
　
「
日
本
わ
よ
び
印
度
向
は
条
件
が
悪
い
」
と
の
考
え
方
が
根
底
を
な
し
て
い
る
二
。
、
」
は
明
瞭
で
あ
り
、
そ
の
原
因
和
、
究

明
す
る
二
と
に
よ
っ
て
料
率
の
改
善
が
行
わ
れ
る
も
○
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
印
度
の
場
含
を
考
え
て
み
る
に
、
一
九
五
一
！
二
年
度
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
、
ア
リ
ゾ
ナ
産
米
締
が
印
度
に
い
ハ
ペ
い
て
莫
大
な
Ｃ
／
Ｄ

ク
レ
ー
ム
を
惹
起
し
た
と
こ
は
、
当
時
広
く
知
ら
れ
た
と
こ
乃
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
六
万
俵
○
輪
入
米
綿
に
百
万
ド
ル
以
上
に

の
ぼ
る
異
例
の
ク
レ
ー
ム
を
引
き
起
し
、
印
度
側
翰
入
業
者
と
米
国
綿
花
輸
出
協
会
わ
よ
び
個
々
ｏ
シ
ツ
パ
ー
、
し
の
間
に
、
種
々
論

争
、
二
父
さ
れ
三
ソ
ド
、
あ
る
が
、
締
論
的
に
は
、
米
国
側
と
印
陵
側
と
の
感
怖
的
対
立
と
共
に
、
Ｃ
、
／
Ｄ
に
対
す
二
兇
解
つ
梢
ザ
’
だ

｛
ら
れ
乙
つ
で
む
る
〇

　
一
一
一
　
　
　
　
、
・
、
　
■
い
煎
向
り
、
、
大
体
、
中
、
∴
虹
．
ぺ
、
一
．
７
、
一
。
イ
∴
．
、
二
－
二
、

　
の
　
Ｏ
＆
Ｆ
契
約
に
、
い
て
け
海
上
保
険
は
、
賞
手
仁
ろ
印
度
側
か
Ｃ
／
Ｄ
な
も
含
め
て
附
保
十
∴
・
三
し
｛
篶
（
一
部
Ｏ
印
皮
ブ

イ
ヤ
ー
は
Ｃ
／
Ｄ
を
印
度
側
保
険
者
に
附
保
し
て
わ
ら
な
い
が
）
。
　
し
た
が
つ
て
、
Ｃ
＆
Ｆ
契
約
に
わ
け
る
シ
ツ
パ
ー
の
保
険
責
任

は
船
荷
証
券
署
名
と
同
時
に
終
る
。

　
＠
　
米
国
綿
花
輸
出
協
会
が
、
各
シ
川
ハ
ー
宛
に
発
し
だ
通
告
に
よ
れ
ば
、
　
「
Ｃ
＆
Ｆ
健
に
て
米
綿
を
買
付
け
る
場
含
、
Ｃ
／
Ｄ

は
買
手
に
て
附
保
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
シ
ツ
バ
ー
に
責
任
無
し
」
。

　
右
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
如
く
、
印
皮
向
の
米
綿
は
、
ほ
と
ん
ど
Ｃ
＆
Ｆ
建
契
約
で
、
、
買
手
が
Ｃ
／
Ｄ
を
自
国
の
保
険
者
に
附
保
し

　
　
立
命
露
経
済
学
（
箪
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
（
六
二
七
）

●



　
　
　
い
わ
リ
サ
む
ヵ
、
ノ
ト
リ
ー
、
ガ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
（
六
二
八
）

て
わ
ら
な
か
つ
ト
」
こ
と
は
手
落
ち
で
あ
り
、
他
方
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
建
契
約
の
分
は
Ｃ
／
Ｄ
ク
レ
ー
ム
が
敏
速
に
糖
算
さ
れ
て
い
た
点
か
ら

襖
れ
ば
、
印
皮
側
の
要
求
は
、
シ
ツ
バ
ー
に
対
す
る
保
険
責
任
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
商
業
道
徳
の
遣
求
と
見
ら
れ
、
印
度
側
の
要

求
は
に
応
ず
る
か
否
か
は
、
各
シ
ツ
パ
ー
の
個
々
の
間
題
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
応
じ
て
お
ら
な
い
如
く
で
あ
る
。
印
度
の

場
含
、
米
国
の
言
分
は
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
、
印
度
側
か
ら
提
出
し
た
ク
レ
ー
ム
は
当
を
得
て
わ
ら
ず
、
や
や
感
情
的
の
趣
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
米
国
側
シ
ツ
バ
ー
な
ら
び
に
米
霞
保
険
者
に
、
「
印
度
向
は
条
件
が
悪
い
」
、
と
の
印
象
を
与
え
た
こ
と

は
頷
け
｝
一
、
、
、
・
篶
る
。
さ
ら
に
、
陸
揚
げ
後
、
適
切
な
措
箇
が
敏
速
に
採
ら
れ
て
わ
っ
ｔ
穴
ら
、
そ
○
損
害
も
最
小
限
度
に
喰
止
め

、
ゴ
∴
一
で
、
い
一
〔
．
、
二
・
こ
和
、
、
米
国
側
シ
ツ
、
ハ
ー
○
間
に
言
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
い
点
へ
一
ら
、
印
度
緒
港
に
わ
け
る
陸
揚
げ
後
の
状
態
を

も
考
慮
に
入
れ
て
、
印
度
向
米
綿
に
対
し
て
は
区
別
さ
れ
た
も
の
＼
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
場
含
は
す
べ
て
Ｃ
Ｉ
Ｆ
建
契
約
に
よ
つ
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
印
度
の
場
合
と
は
状
況

が
大
い
に
異
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
／
Ｄ
が
米
綿
ポ
リ
シ
ー
で
カ
バ
ー
さ
れ
、
仕
向
地
の
契
約
所
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
つ
て
精
算

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
日
本
側
の
事
情
に
よ
つ
て
、
Ｃ
／
Ｄ
損
害
の
程
度
が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
な
い
二
と
は
前
に
も
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。

　
先
般
、
日
本
の
綿
業
視
察
に
来
ら
れ
た
前
掲
、
、
Ｏ
◎
罧
９
弓
§
宗
弓
昌
；
竺
、
、
誌
の
編
集
長
、
ヒ
ツ
ク
マ
ン
氏
は
Ｃ
／
Ｄ
の
間
題

に
触
れ
て
、
一
九
五
三
年
十
一
月
五
日
附
同
誌
上
に
、
大
体
、
次
の
如
き
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
些
細
な
Ｃ
／
Ｄ
ク
レ
ー
．
ム
を
除
去
す
る
こ
と
は
、
最
終
消
費
者
に
と
つ
て
経
済
的
節
約
に
な
る
。
輸
入
業
者
は
、
は
た
し
て
現

在
の
Ｃ
／
Ｄ
精
算
方
法
を
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
、
決
し
て
枠
ん
で
お
ら
な
い
。
輸
出
業
者
も
好
ん
で
わ
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

、
｛
。
さ
す
れ
ば
、
か
か
る
不
－
健
全
に
し
て
不
経
済
な
る
Ｃ
／
Ｄ
の
精
算
方
法
は
改
善
さ
れ
る
べ
き
が
当
然
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
改



善
策
と
は
何
ぞ
や
ｏ
　
ス
ク
う
ツ
ブ
取
引
で
、
重
量
目
滅
り
に
つ
い
て
通
常
ニ
パ
ー
セ
ン
ー
、
－
ｏ
ア
う
ウ
ァ
ン
ス
（
≧
５
冬
彗
ｓ
）
「
周

引
」
が
認
め
ら
れ
て
わ
る
よ
う
に
、
綿
花
敢
引
に
わ
い
て
も
、
Ｃ
／
Ｄ
に
対
し
て
一
、
へ
－
セ
ン
ー
、
－
の
ア
ラ
ウ
ア
ン
ス
（
す
な
わ
ち
、

五
百
ボ
ン
ド
康
に
つ
い
て
五
ボ
ン
ド
）
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
保
険
者
の
意
見
と
し
て
、
米
綿
の
包
凌
は
世
界
申
で
最
悪
で

あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
到
着
す
る
米
綿
の
状
態
は
、
米
綿
が
如
何
に
粗
雑
な
包
装
で
あ
る
か
を
物
語
る
顕
著
な
例
で

あ
ろ
う
。
」
．

　
以
上
ヒ
ツ
ク
マ
ン
氏
の
意
見
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
日
本
向
米
綿
の
Ｃ
／
Ｄ
ク
レ
ー
ム
が
多
い
こ
と
は
、
結
局
、
米
国
側

に
そ
の
大
半
の
責
佳
が
あ
る
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
同
氏
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
二
（
、
○
、
Ｃ
／
Ｄ
に
ア
ラ
ウ
ァ
ン
ス
を
付
す

る
方
法
も
、
有
効
穴
改
善
策
の
一
つ
に
は
相
違
な
い
が
、
弄
、
れ
に
も
増
し
て
考
慮
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
綿
花
の
包
装
ｏ
改
良
と
積
付

そ
の
他
に
対
し
て
、
多
大
の
関
心
か
払
わ
れ
汽
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
。
同
時
に
、
ま
わ
」
、
Ｃ
／
Ｄ
の
損
害
防
止
策
が
講
せ

ら
れ
、
差
別
的
料
卒
○
改
正
が
行
わ
れ
る
し
｛
う
、
米
国
側
の
機
闘
に
倣
力
に
提
案
さ
れ
る
二
と
が
菓
し
い
、

六
　
あ
　
と
　
が

さ

　
本
稿
は
昭
和
二
十
九
年
十
月
三
十
日
三
十
一
日
の
両
日
、
中
央
大
学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
十
四
回
日
本
商
業
英
語
学
会
総

く
ム
に
わ
け
る
研
究
発
表
の
原
稿
に
、
そ
の
後
の
資
料
を
徴
し
不
十
分
な
が
ら
Ｃ
／
Ｄ
に
関
す
る
環
論
な
ら
び
に
実
務
の
両
面
よ
り

検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
わ
、
Ｃ
／
Ｄ
に
関
す
る
解
釈
見
解
に
幾
多
の
誤
謬
が
あ
る
や
を
耀
れ
る
者
で
あ
る
が
、
大
方
絡
彦

の
御
叱
声
を
乞
う
ｏ

　
　
い
わ
仰
る
カ
ン
ト
リ
ー
、
ダ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
（
六
二
九
）



　
　
立
命
飾
経
済
学
（
第
四
巻
・
錐
四
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
（
六
三
〇
）

　
稿
を
草
す
る
に
当
り
、
特
別
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
つ
た
実
務
家
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
山
名
晴
造
氏
に
薮
に
厚
く
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
各
部
所
に
お
い
て
煩
を
さ
け
一
々
指
摘
し
な
が
つ
た
が
、
　
「
損
害
保
険
研
究
」
誌
第
十
六
巻
第
一
号
に

執
筆
さ
れ
た
、
横
尾
登
米
雄
氏
な
ら
び
に
、
。
＞
匡
彗
｛
ぎ
寿
９
竃
弩
ぎ
ｏ
ｏ
ｏ
毫
く
２
♂
『
Ｏ
嚢
昌
ｏ
ｏ
ｏ
邑
ｏ
旨
９
一
．
。
。
の
著
者
松

沢
直
哉
氏
両
氏
に
敬
意
を
表
し
、
少
な
か
ら
ず
御
労
作
を
参
考
資
料
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
五
五
、
　
一
〇
、
　
一
五
稿
－


